
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度より「国際」の授業時数を高学年で年間３時間（総計７３時間）増やすことになりまし

た。本町独自の取り組みである「国際」の特色をより生かした授業を行うためです。増えた３時

間分は、各学期に割り振り、小国高校を含む町内各校の国際を担当している先生方（ＡＬＴを含

む）に協力いただいて、コミュニケーションに重点を置いた学習を行います。それが、タイトル

にある「どきどき Communication Time」になります。授業はすべて英語です。 

 叶水小学校の児童も合流して、５年生が６月２９日（木）、６年生が７月６日（木）に１回目

の授業が行われました。小グループにそれぞれ指導者が入り、自己紹介を皮切りに英会話の時間

にどっぷりと浸りました。子どもたちの反応は好評で、事後アンケートでは「楽しかった」とい

う回答が大変高い数値になっていました。 

本町の特色である「保小中高一貫教育」を活かした取り組みです。次回は、さらにレベルアッ

プした子どもたちの姿が見られることでしょう。また、準備や日程の調整がつけば、保護者の皆

様に授業を参観していただきたいと考えています。その際は、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月１３日（木）と１４（金）の２日間にわたって、標記

事業が行われました。町農林振興課の主催で、５年生が叶水

小学校の児童と一緒に学習しました。講師には、シドニー五

輪競泳日本代表の萩原智子さんも。もちろん水泳も指導し

ていただきました。また、５年生の意欲的な学習態度にお褒

めの言葉をたくさんいただきました。 

 詳細は、学校ＨＰの「今日の一コマ」でも紹介しておりま

すので、そちらもぜひご高覧ください。 

小国町立小国小学校 学校だより 

 

令和 5 年７月１８日（火）発行 第７号   校 長 浅 井  和 

５年生！ 



 

 

 

 ７月１０日（月）に学校に不審者が侵入してきたことを想定しての避難訓練を行いました。置

賜教育事務所、小国警察署、県警少年サポートセンター置賜から講師の方々をお迎えして、職員

による不審者の対応と児童の避難を一連の流れの中で実施しました。 

職員の訓練（以下の写真）は、警察の方の迫真の演技により、ケガを心配するほどの緊張感が

ありました。（学校ＨＰでも紹介）不審者対応等に用いる「さすまた」は、校内の各所に設置し

ていて、いざという時にすぐに使えるようにしています。また、昨年度の本校における訓練の様

子は、置賜教育事務所の担当の方より管内の学校に広く紹介されたそうです。 

 一方、子どもたちは避難の指示を受け 

て、施錠可能な最寄りの部屋に移動して 

避難解除を待ち、その後、不審者対応に 

ついての講話をお聞きしました。 

 

                             

 

 

◆ 高円宮賜杯全日本学童軟式野球大会マクドナルド・トーナメント  

第 43回山形県大会 優 勝  小国ビーグルズ  ㊗ 全国大会出場！ 

◆ 第 43回全日本バレーボール小学生大会 山形県大会（女子の部） 

    第３位  おぐにバレーボールスポーツ少年団 

◆ 長井市夏季総合体育大会 剣道競技     ※ 敬称省略 

    小学６年男子の部  準優勝 深浦 玄葉 

    小学５年男子の部  第３位 井上 慶音 

  ◆ 長井市夏季総合体育大会 柔道競技（令和５年あやめまつり柔道大会） 

    小学女子５・６年の部  第２位 小池  煌 

おめでとう！ 

◎ お詫びと訂正 前号で紹介した「おめでとう」のコーナーで、名前に誤りがありました。次のとお 

り訂正し、お詫び申し上げます。 ◆ 第３６回西置賜地区陸上競技選手権大会 小学校男子４×100ｍ   

第３位 小国陸上（舟山陽、渡部瑛人、佐藤煌雅、佐藤旺士郎） 

 

【シバザクラ満開プロジェクト】 
◎ 活動内容 

・11 月頃までをめどにグラウンド土手のシバザクラ

の周りの除草作業を行う。（月 1 回、30 分程度） 

・活動の時間帯は平日の午前中を予定。

・活動後、情報交換や授業の参観などもしていただ 

ければ幸いです。 

◎ 参加を希望される方は、右の 

 ＱＲコードから入って登録して 

 いただくか、以下までご連絡を 

ください。 

 TEL：６２－２０１８ 

FAX：６２－５４０１ 

 E-mail：n.asai@ygt-oguni-j.ed.jp 

～「学窓から」～ 「思考が追い付かないんだ

よ～」、校内の授業研究会である子の口からこ

ぼれました。小グループで学習を進めている

際に、他の子に考えの誤りを指摘され説明を

受けているが…という状況。説明している子

も必死です。ですが、なかなか納得させられま

せん。「思考が…」の声を３回は聞いたでしょ

うか。私はその場を離れられなくなりました。

グループ学習も終わりに近づいてきた頃…、

その子が「ようやく思考が追い付いた！」と。

どちらも、よくぞ粘り強く考えたものです。そ

れにしても、「思考が…」なんて、どこで知っ

たのか？、すばらしい。子どもの本気を引き出

した授業、そして粘り強く考え抜いた子ども

たちに大きな“はなまる”です。きっと、頭の

中はへとへとになったことでしょう。とても

良い場面でした。 

スポ少等での活躍ぶりに感心しており

ます。お子さんを通してでかまいません

ので、ぜひお知らせください。 


